
 

 

空気中よりも酸素中のほうが，ろうそくの火が消えるまでの

時間が長い。

ものを燃やす前と燃やしたあとでは，空気の成分は，

どのように変わるのだろうか。

ものを燃やす前と燃やしたあとでは，空気の成分がどのように

変わるのかを調べてみたい。



 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

ものを燃やす前と燃やしたあとでは，空気の成分は，

どのように変わるのだろうか。

びんの中でろうそくを燃やすと，

びんの中の空気中の酸素が

使われてなくなると思う。

空気中の酸素にものを燃やす

はたらきがあるから。

気体検知管を使って，ろうそくを

燃やす前後で空気中の気体の

量を調べる。
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見通しとちがって，ろうそくを

燃やしたあと，空気中には17％の

酸素があった。また，４％の

二酸化炭素ができていたことも，

見通しとちがっていた。

ものを燃やしたあとの空気は，ものを燃やす前の空気と比べて，

酸素の一部が使われて減り，二酸化炭素ができて増える。
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